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Ⅰ．はじめに

　理科の授業では，観察，実験を通して学習が進むこ
とから実感を伴う理解ができ，学習者を自然の事物，
現象に直接触れさせ，興味関心を喚起させながら指導
が展開されることが望ましい。そのため，観察，実験

を適切に実施しながら授業展開ができる教員を育成
する必要があり，教師志望の学生には小学校で指導
する理科の指導内容に精通するとともに観察，実験の
技能，安全への配慮など指導者としての力量を培うこ
とが求められる。大学の授業を通じて，学習者への事
物・現象の提示，観察実験の展開，考察とまとめなど
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の指導の流れを学生に会得させることは言うまでもな
いが，本学次世代教育学部教育経営学科では，小学校
理科の指導力の育成並びに伸長を目指して，2014年度
から理科実験室に実験器具や消耗品等を整備して（以
下理科教師塾という。）理科の指導力を養成するため
の指導を行っている。理科教師塾での力量形成は，理
科実験の指導法Ⅰ・Ⅱ，理科教育法の授業を受講する
か授業時間外の空きコマを活用して自主的に参加する
かの二つの方法があり，受講を重ねて一定の力量が
認められた学生にはIPU理科マイスター（以下マイス
ターという。）の称号が与えられる。小学校第３～６
学年で扱う観察・実験を実施して教材研究を深めると
ともに，模擬授業を行って評価する方法，模擬授業を
見て授業改善を行う方法などを学生に身に付けさせて
いる。その傍ら，こうして培った指導力を発展させ，
応用力を身に付けさせることを目的として，本学内外
において幼児，児童の参加を募ってサイエンスイベン
ト（以下イベントという。）を実施している。大学の
授業を通じて身に付けた教育技術や指導法を実践の場
に生かす経験は重要である。そして，指導のための知
識や，指導技術を身に付ける必要性を学生自らが実感
することが，教職を目指す意識を高めるとともに，教
職に向けた学生の学習意欲を強く喚起すると考えるか
らである。理科教師塾で学ぶ学生は，イベントの企画
運営に関わり，直接子どもと触れ合いながら，実践力
の向上に努めている。イベントに参画して活動を支援
する中で，理科教師塾で身に付けた知識や指導技術を
生かし，試すことができる。また，幼児・児童と対峙
して，気付きを聞き出して称揚したり，発見を促す声
掛けをしたりする必要性を再認識し，そのタイミング
やその中身，興味関心の喚起の仕方などを会得したり
するなどの効果を期待している。本研究ではこうした
イベントの一つである「淡水魚に親しみ河川の環境を
考える活動」を取り上げ，参加する学生の意識や，イ
ベント参加前後での意識の変容等を検討した。また，
約３か月後に実施したイベント直後にも追調査を実施
した。

Ⅱ．研究の目的

１　研究のねらいと研究仮説

　本研究では，理科教師塾での活動とともに，学内外
で実施しているイベントが，理科を指導できる小学校
教員養成に効果的であり，特に，教師としての力量形
成と意識高揚に資すると考え，これを検討することに

した。
　研究仮説

　理科教師塾が実施する学内外でのイベントは，参
加する学生の小学校理科を指導する教師としての力
量形成や意識の高揚に有効である。

２　研究の背景

⑴ 理科教師塾について
　小学校理科の指導は難しい，教えにくいと言われて
いる中，理科教師塾は，理科実験室に小学校第３学年
から第６学年の理科で実施される実験に必要な教材，
教具，実験器具や消耗品などが整備され，いつでも教
材研究や模擬授業が実施できる環境整備が整った空間
である。ここでは，理科に関する授業が実施される
他，学生の空きコマを利用した自主参加の授業が実施
されており，理科を指導する力量形成を図っている。
そして，受講した授業や自主参加した授業の合計が概
ね60回を超え，一定の力量を持った学生が，２種類の
模擬授業を実施できた場合，マイスターの称号が与え
られ，認定書とバッヂが渡される。
⑵ 理科の指導力について
　理科の高い指導力を持ち，児童に自然の事物，現象
に関わる興味関心を喚起できる教師の養成を考えた場
合，筆者のこれまでの教師経験と本学での教員養成の
経験から，次に挙げるようないくつかの身に付ける
べき資質があると考える。理科教師塾では，小学校第
３～６学年の教材を毎回一つずつ取り上げながら，指
導内容，観察，実験の方法，指導技術を学生へ身に付
けさせるようにしている。
① 知識・理解：小学校で指導する理科の指導内容に精

通し，実験，観察の意味やその意義を理解し，学力
形成に資する指導を展開できる。

② 技能：観察実験を進めるには，ビーカーや試験管，
ルーペや顕微鏡などの実験器具の使い方及びその指
導方法を身に付ける必要がある。また，個々の指導
内容，教材によって微妙な調整やコツなどがある。
そういったことを含めた観察，実験の技能を身に付
ける必要がある。

③ 指導技術：学習者の活動や理解の状況などを把握し
て，適切なKR（お返し情報：末武）を与え，児童
の興味関心が途切れることの無いように留意しなが
ら授業を進める必要がある。また，指導者が授業の
初めに提示した事物，現象がその後に続く学習の意
欲の継続と課題解決意欲の継続につながる。そこ
で，各教材に潜む事物，現象の不思議さ，巧妙さを
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児童に端的に興味深く見せる焦点化の技術が必要で
ある。

④ 理科に特徴的な指導法：学生の模擬授業を見ていて
よく感じることであるが，自然の事物，現象を導入
で見せるにはあまりにも説明に時間をかけすぎ，現
象そのものの面白さを台無しにしてしまう場合があ
る。短い端的な説明の後，見せたい現象に直接触れ
させ，驚きや興味・関心を呼び起こさせる指導技術
が必要である。

⑤ 素朴概念と科学概念：児童は学習以前の生活経験の
中で，自然の事物，現象を勝手に都合よく解釈し，
独特の考え方を作り上げて生活している。教師はこ
の素朴概念を十分に引き出し，その考えでは目の前
で起こる事物，現象がうまく説明できなくなるとい
う状況を体験させ，納得させる必要がある。こうし
た状況を作りだす指導力を身に付ける必要がある。

⑥ 発達年齢に応じた児童への対応：児童が自然の事
物，現象と対峙する方法は，年齢，学習意欲，学習
経験，生活経験等によって微妙に変化する。児童と
直接触れ合いながら，活動を共にする中で，その児
童なりの問題解決の仕方や知識の状況，観察，実験
などの活動の特徴を見抜き，そうした状況に合わせ
ながら指導を調整する必要がある。そして，この対
応にはとっさの機転も必要である。

⑦ 安全への配慮：観察，実験には，危険が伴うもので
ある。取り上げる対象物，扱う器具，その操作法
等々いろいろな所に危険要素が隠れている。教師
は，いつもこうした危険を予測しながら，学習者が
安全にしかも適切に事物，現象に向かい，目的とす
る結果を引き出せるように見守り，指導する必要が
ある。さらに，児童の活動中は予測でき難い危険性
も潜んでいる。そこで，常に活動を見守り，いざと
言うときの冷静な判断と対応が望まれる。

⑶ イベントについて
　理科教師塾での指導に関して述べると，観察，実験
については実践的で具体的であるが，模擬授業につい
ては教師役，児童役の何れも模擬的であり，直接児童
に接する際に役立つ指導力の形成のためには何らかの
方策が必要である。本学の教職を志望する学生には，
学校支援ボランティアの制度を利用して，実際に小学
校に出向いて児童と触れ合う機会を作り，教師として
必要な力量形成を図っている。また，３，４年生では，
教育実習を経験する。しかし，前述した理科の指導力
を伸長するためには十分とは言えない。そこで，理科
教師塾では，通常の活動とは別に，学内外で土，日曜

日に実施されるイベントに学生を参画させている。イ
ベントでは，日頃培ってきた指導技術や知識等を実際
に生かすとともに，直接児童と触れ合い，児童と一緒
に活動を体験することで身に付けることができる。
　イベントを実施・支援するためには，イベントの趣
旨を理解して，指導のための知識や指導技術を身に付
けることが必要であることは言うまでもないが，特
に，次のような指導力の伸長や意識の高揚を期待して
いる。
①幼児・児童への接し方を実践的に身に付ける。
　実際に幼児・児童に接しながらイベントを実施する
と，声掛けをどうすればいいのか，活動中に幼児・児
童が直面している問題点をどのように分かりやすく伝
えたらいいのか，活動に積極的でない場合どうすれば
活動に参加させられるのか，等々目の前で展開される
すべての現象が，実践的であり，刻々と変化する中で
の対応が求められる。
②先輩の指導の状況を見て学ぶ。
　参加した学生自身がどう動けばいいのか迷った時に
は，すぐ隣に学年や経験の違いのある先輩がおり，そ
の対応の仕方を参考にして自分に取り入れることで，
力量が高まり，対応力を高めることができる。また，
導入場面や展開の場面では寸劇が取り入れられるが，
先輩の活動の様子を見たり，アドバイスを受けたりす
る中で，実践的な力量形成が図られる。
③自己の指導力を実践の場で確かめ自覚する。
　グループ活動が始まると，準備やリハーサル時に身
に付けた知識や指導技術が直接役に立つ。そこで，自
分の力量が発揮される場面や不足して困ってしまう場
面に出会い，指導力が試され，自覚が促される。
④自然の事物，現象の面白さを実際に指導する。
　イベントで取り上げられる，自然の事物，現象は，
学生それぞれに解釈がなされており，幼児・児童に提
示する手法が準備できておれば，幼児・児童に理解さ
れ活動が活発になるので，各学生が自分の指導方法の
適否を確認でき，幼児・児童の反応がよければ面白さ
を指導できる経験を積むことになる。
⑤教師の視点でイベントを俯瞰する。
　イベントで幼児・児童とともに活動しながら，指導
者の立場で活動を見守ったり，指導を与えたりするこ
とにより，大学では学習者であった立場から，指導す
る立場に視点を移動でき，時には，イベント自体がう
まく進んでいるか，意味ある活動かなど，観察者とし
ての視点から俯瞰することができる。
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Ⅲ．先行研究

１　教師に必要な指導力に関して

　小学校学習指導要領解説理科編（2008）には，理科
の目標として「自然に親しみ，見通しをもって観察，
実験などを行い，問題解決の能力と自然を愛する心情
を育てるとともに，自然の事物・現象についての実感
を伴った理解を図り，科学的な見方や考え方を養う。」
とある。児童自らが見いだした問題を取り上げ，観
察，実験に意欲的に取り組むこと，観察，実験は児童
自らの主体的な問題解決の活動となる必要があること
が示されている。実感を伴う理解を進め，発達段階に
合わせて問題解決能力を育成するのである。
　梅木（2011）は，理科教育の指導法と評価の項目で

「自然の事物・現象の理解」に「実感を伴った」とい
うことの重要性に触れており，「学習したことを改め
て生活の中で学びなおすことで，より深い実感を伴っ
た理解を得ることができるといえる。このように，主
体的な問題解決の活動を通して得られた結論が，日常
生活と結びついたり，活用したりすることができれ
ば，より深い実感を伴った理解を得るとともに，理科
を学ぶことの意義や有用性を実感する機会となり，理
科学習への興味・関心が高まることにつながる。」と
している。また，問題解決の活動として，事象提示，
問題づくり，予想・仮説，観察・実験の立案，実施，
結果の整理，考察と結論，活用というプロセスの大切
さに触れている。
　大前（2007）は，「実物に触れるから興味がわく」
の項で，「実物を見たり触れたりすることで，今まで
にまったく興味のなかったものに興味がわくようにな
る。（中略）実物の石に触れさせることで，石の重さ
が分かったり，鉱物がキラキラ輝く様子をつかんだり
することができるのである。」と述べている。
　また大前（2017）は，授業の「基本型」を知り，そ
れを応用するという項目で①自然にたっぷりと触れさ
せる。②気づきを発表させ，問題を設定する。③問題
に対する予想や仮説を立てさせる。④実験方法を考え
させる。⑤実験・観察を行わせる。⑥結果をまとめさ
せる。⑦考察させる。をきちんと身に付け，応用させ
ることの可能性に触れている。また，「子どもの理解
の状況によって授業展開を変える」，「子どものつぶや
きに耳を澄ます」ことの重要性にも触れている。
　西川（2014）は，「教師は，自分の過去の経験や教
師としての経験によって，数少ない会話によって各グ
ループがどのようなところにつまずいているのかを予

想することができます。そして，その予想に基づいて
アドバイスをします。」と述べており，教師の質の高
い力量の必要性を挙げている。
　佐々木（2014）は，「答えを教えられたとしても，
子どもたちは本当に分かっているわけではないという
確信が私にはあった。そして，『実感を伴った理解』
に至っていない子供たちをどのように指導したらよい
か，その具体策と教育技術を駆使すれば，授業として
成立させることができるという確信があったからであ
る。」と述べ，「自分と違う考えの人が『どうしてそう
考えたのか』を考えさせる，つまり他者へ「視点を変
換させる」ことである。」と，話し合いの有用性を述
べている。
　鳴川他（2019）は，「考えの更新を促す導入をする
スキル」の項目で，「教師自身が教材研究を楽しむ」
と述べており，「理科ならではの活動といえば，観察，
実験ですよね。その観察，実験で使うのは教材です。
ということは，教材を研究することは『子ども達が，
理科を学ぶ上で大切にしたいこと』を学ぶことができ
ます。つまり，理科の学びの本質に迫ることができる
のです。それは，教師自身が，教材研究を楽しむこと
です。」と述べている。
　石井（2016）は，「毎日の生活では科学と触れ合っ
ています。教員になる皆さん自身が，身の回りの自然
現象や科学に関心を持ち，教科としての理科の学習内
容を日常的な世界とつなぐことができれば，理科は
とても楽しく有意義なものになるでしょう。」と，生
活と理科の授業を結びつけることの重要性に触れてい
る。
　田代（2015）は，「児童生徒は，学習している内容
が自分の現在や将来のことに対して影響があると感じ
ていたり，自分の興味と合致していたり，純粋に楽し
いと感じていたりするとき，『この学習には意味があ
る。』と感じるものである。だからこそ，児童生徒に
身近な日常生活というものが重視されているともいえ
る。」と述べ，理科の学習で日常生活を取り上げるこ
との重要性を訴えている。
　北澤他（1986）によると，理科の学習論について
は，新訂理科教育指導用語辞典に，「問題解決学習，
系統学習，発見学習，探究学習，完全習得学習，個別
化学習」などが挙げられており，理科の教師としては
様々なスタイルの学習に精通する必要があることが
述べられている。また，学習の動機づけについては，
内的動機づけの利用として，好奇的動機，認知的動
機，感情的動機があり，学習者の「おや？」，「不思議

4848



だ！」，「なぜだろうか？」，「少し変だ」等の関心の示
し方を挙げている。また，外的動機づけの利用を述べ
ている。
　山崎（2017）は，「一度学んでそれで完了するとい
うものでは決してなく，絶えず問い直したり更新した
りしていくことが求められるものであるのは言うまで
もない。」と，学びを生かしたり，問い直し，更新す
ることの重要性を挙げている。

２　自然観察，体験活動について

　古米他（2016）は，「昔からの川と地域のかかわり
を調べている。事前に調べたり地域の古老に聞いたり
することが大切で，このような準備自体が伝承の機会
を提供している。調査を契機に身近な川の歴史に関心
を持つ人たちも多い。」と川に関わる体験の意義を挙
げ，「水辺のすこやかさ指標の調査紙」を示している。
　小野寺他（2018）は，「中国地方の一級河川では174
種の魚類の生息が，岡山県の旭川では78種が確認され
ている。（中略）岡山県旭川に生息している環境省指
定の絶滅危惧種では，絶滅危惧IA類（ごく近い将来
における野生での絶滅の危険性が極めて高いもの）と
してスイゲンゼニタナゴ・イチモンジタナゴ・ワタ
カ・アユモドキが，…」と，岡山県旭川の豊富な淡水
魚と水種類の淡水魚の絶滅の危機に触れており，地域
住民が河川とそこに生息する魚に関心を持つことの重
要性を指摘している。
　渡辺他（2016）は，「研究を進めるにつれ，彼らは
この研究が湧水環境とハリヨを守る活動につながって
ほしいと考えるようになっていき，ハリヨを研究する
若き研究者から，地域の一員として成長していく。」
とあり，水環境や生息する生物の調査に関わることの
重要性を指摘している。
　以上，先行研究では，理科教育の進め方，環境教育
の考え方についての言及があるものの，筆者が調査し
た限りにおいては，理科教育を支える活動やその効果
について記述されたものは見当たらなかった。そこ
で，本研究は実施する価値があると考える。

Ⅳ．研究の実際

１　イベントの実施状況

　令和元年度に実施した学内外のイベントの主なもの
は次の表１の通りである。

表１　学内外で実施する理科教師塾の主なイベント

６/１ 淡水魚に親しみ河川の環境を考える活動
６/23 わくわくサイエンス「空気の不思議」
８/20 わくわくサイエンス in IPU 被災地支援事業
10/５ 淡水魚に親しみ河川の環境を考える活動
10/19 わくわくサイエンス「磁石の不思議」
11/９ わくわくサイエンス「水の不思議」
12/７ わくわくサイエンス「風の不思議」
１/12 わくわくサイエンス「光と影の不思議」
２/９ わくわくサイエンス「ロボットを動かそう」

　表１で示した他にも，赤磐市立山陽小学校の総合的
な学習の時間「砂川たんけん」の指導のために年数回
出かけている。本研究で主として調査対象としたの
は，６月１日（土）の「淡水魚に親しみ河川の環境を
考える活動」である。

２　事前・事後調査

　イベントに参加した学生に対して，事前，事後にア
ンケート調査を実施した。アンケートは図２のとおり
である。調査対象としたのは，「淡水魚に親しみ河川
の環境を考える活動」実施時に理科教師塾で受講し
ており，同イベントに参加した学生とした。また，追
調査として同年８月に実施した「わくわくサイエンス 
in IPU」という被災地支援事業に参加した学生にも事
業後同様のアンケート調査を実施した。更に，アン
ケートを補足する資料として，淡水魚イベント実施前
の理科教師塾での受講回数，その後のIPU理科マイス
ターカード（以下マイスターカードという。）取得枚
数（15回の受講で１枚取得），現在の参加状況などを
数値化して変数とした。
　イベントの実施状況と調査との関係は次の図１の通
りである。なお，アンケートには自由記述欄を設けて
学生の意見を回収した。

図１　学内外で実施しているイベントと調査の状況
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図２　アンケート
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３　理科教師塾が実施しているイベントの内容

⑴ わくわくサイエンス
　参加対象を，５，６歳児，小学校第１，２学年に限定
し，第３学年から始まる理科の学習を控えた幼児，児
童に対して理科に関する活動を経験させ，理科の楽し
さを味わわせ，理科を好きにすることを目的としたイ
ベントである。ここでは，取り上げた教材が，学習指
導要領でどのように取り上げられているかを把握する
とともに，参加者へどのように提示し，興味関心を高
めるかなどの力量が必要である。
⑵ 淡水魚に親しみ河川の環境を考える活動
　小学校第３～６学年を対象とし，淡水魚に親しむと
ともに実際に川に入って採集，調査する活動である。
　写真１，２はその状況である。学生には淡水魚や河
川等についての知識を持つとともに，安全に配慮しな
がら児童が淡水魚の採集と調査ができるように指導す
る力量が求められる。

写真１　児童の前で淡水魚の説明をする学生

写真２　児童と一緒に淡水魚を採集する学生

⑶ 公開講座
　岡山県内の小学校の先生方を対象として，学校，研
究会単位の研修会を行っている。学生はこの講座の補
助に入って研修の支援を行う。また，実験器具の準
備，実験方法の相談等に当たる。このことにより，こ

れまで身に付けた知識や技術を試すことができ，実際
の指導で必要な実践力を身に付ける機会となる。
⑷ わくわくサイエンス in 環太祭
　本学の大学祭を「環太祭」と呼ぶが，この時のイベ
ントを理科教師塾で行っている。５～10分程度で終了
できる実験や科学工作を実施しながら，理科好きの児
童を育成しようとする活動である。学生は，参加した
児童に対応しながら，理科の面白さや，観察，実験等
の知識や技能を伝えることができる。

４　研究で取り上げるイベントと指導力などの関係

　本研究で取り上げる「淡水魚に親しみ河川の環境を
考える活動」は淡水魚の採集と調査が中心である。河
川や淡水魚についての知識や用具の使用法，参加者
への声掛けや指示の与え方とともに安全に活動を展開
できる能力が必要となり，実践力が試される。活動を
展開する中で，児童の興味関心の高まりに合わせた助
言，活動意欲を喚起させる方法，等々の現場ならでは
の学生の成長が期待される。

Ⅴ．調査結果の集計と分析

１　調査の実施�

〇時期　2019年６月，８月
〇対象　イベントに参加した大学生（20名）
〇有効件数　14名

２　分析対象者　

　2019年６月１日土曜日の「淡水魚に親しみ河川の環
境を考える活動」に参加した学生に事前，事後調査を
実施した。また，約３か月を経過した８月20日（火）
に倉敷市立薗（その）小学校の児童を迎えて本学で実
施した被災地支援事業「わくわくサイエンス in IPU」
の指導支援に当たった理科教師塾生に対して，アン
ケートを実施した。そして，実施前後，３か月後の調
査データを突き合わせ，空欄がある用紙は除外し，３
回のアンケートのいずれにも回答していた14名を分析
対象とした。

３　３時点の比較

　本研究では３時点（事前，事後，３か月後）でアン
ケート調査を行ったため，時点間の比較を行う。３時
点の全てに回答をした14名分のデータを分析対象とし
た。各時点の平均値，標準偏差および分散分析の結果
を表２に示す。アンケート項目（問１～問15）への回
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答を従属変数とした１要因分散分析の結果，全ての従
属変数において主効果が有意ではなかった。
　ただし，問７，問11，問15で有意傾向が見られた

（問７：F（2, 26） = 2.60，問11：F（2, 26） = 2.96，問
15：F（2, 26） = 2.67，ps < .10）。多重比較（Tukey）
の結果，問７では事前よりも事後の得点が，問11と問
15では事前よりも３か月後の得点が，それぞれ低い傾
向を示した。

４　継続による前後の比較

　理科教師塾を継続したか否かが質問項目の変化に
与える影響を検討する。ただし，３時点の回答者

（N = 14）の中に，理科教師塾を途中で中断した者
が含まれていないため，２時点（事前，事後）での
比較を行う。理科教師塾の継続（０：中断，１：継
続）と調査時期（事前，事後）を独立変数，アンケー
ト項目（問１～問15）への回答を従属変数とした２
要因分散分析を実施した。継続の群ごとの，各時点
の平均値，標準偏差および分散分析の結果を表３に

示す。その結果，全ての質問項目で交互作用が有意
ではなかった。ただし，問１，問５，問11で継続の
主効果が有意であった（問１：F（1, 17） = 10.84，
p < .01，問５：F（1, 17） = 18.79，p < .001，問11：
F（1, 17） = 13.43，p < .01）。多重比較の結果，３
つの質問項目で中断（０）よりも継続（１）の得
点が高かった。さらに，問６で調査時期の主効果
が有意であり，事前よりも事後の得点が高かった

（F（1, 17） = 6.33，p < .05）。

５　取り組みへの態度による前後の比較

　理科教師塾への態度（熱心度）が質問項目の変化に
与える影響を検討する。理科教師塾の担当教員１名が
受講生の態度を観察し，３件法（０：低～２：高）で
評価した。ただし，３時点の回答者（N = 14）のう
ち，態度（０）の者が１名であるため，２時点（事
前，事後）での比較を行う。
　理科教師塾への態度（０，１，２）と調査時期（事前，
事後）を独立変数，アンケート項目（問１～問15）へ

表２　平均値・標準偏差および分散分析結果（３時点比較）

表３　平均値・標準偏差および分散分析結果

（理科教師塾の継続×調査時期（事前・事後））
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の回答を従属変数とした２要因分散分析を実施した。
態度の群ごとの，各時点の平均値，標準偏差および分
散分析の結果を表４に示す。その結果，全ての質問
項目で交互作用が有意ではなかった。ただし，問１，
問５，問11で継続の主効果が有意であった（問１：
F（2, 16） = 5.28，p < .05， 問 ５：F（2, 16） = 8.84，
p < .01，問11：F（2, 16） = 7.83，p < .01）。多重比較
の結果，３つの質問項目で態度低（０）よりも態度高

（２）の得点が高かった。また，問５において，態度低
（０）よりも態度中（１）の得点が高かった。さらに，
問13で調査時期の主効果が有意であり，事前よりも事
後の得点が高かった（F（1, 16） = 5.01，p < .05）。

６　�イベント前出席数およびマイスターカードの取得

枚数による前後の比較

　理科教師塾への取り組みとして，イベント前の出席
数とマイスターカードの取得数が前後の変化に与える
影響を検討した。変化の指標として，各質問項目の事
後の得点から事前の得点の差を求め，差分得点とし

た。この差分得点は，正の値であれば，事後が高く，
負の値であれば事前が高いことを表す。ただし，問５
は全員の差分得点が０であったため，以降の分析がで
きなかった。
　イベント前の出席数およびマイスターカードの取得
数と質問項目ごとの差分得点の相関係数（Pearson）
を算出した（表５）。その結果，マイスターカードの
取得数と問13との間に有意な中程度の相関があった

（r = -.49， p < .05）。
　自由記述には次のような意見があった。
❍�魚の種類を覚えきれていなかった。熟知していなけ

れば子ども達を楽しませることができない。
❍�子ども達の楽しそうな表情を見ると，やってよかっ

た，またやりたいと感じる。
❍どんなところが足りないか知ることができた。
❍�まだまだ勉強が足りませんが，子どもが硬い表情か

ら笑顔になっていくのを見てとても嬉しかったで
す。

❍子どものことを考えるようになった。

表４　平均値・標準偏差および分散分析結果

（理科教師塾への態度×調査時期（事前・事後））

表５　相関係数（Pearson）
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❍�子ども達の楽しそうにしている姿や笑顔を見て，と
ても幸せな気持ちになることができた。

❍�大学に来て初めて子供たちと触れ合える機会だった
のでとても緊張しましたが，徐々に子ども達の心が
開いていく様子が分かって嬉しかった。

❍�本物の反応や声が聞けて良かったです。
❍�今何をすればいいのか分からず突っ立っている時間

が長くて，すごく反省しました。
❍�普段，机の上では感じることのできない体験をする

ことはとても大事だと改めて知ることができまし
た。

❍�全体の流れや他の人たちの動きをしっかり把握し
て，周囲に役立てるように頑張りたいと思います。

❍�初めて川に入った児童が「川ってこんなにでこぼこ
しているんだね。」とか，「プールと全然違う。」な
ど，自然に触れて初めて知ったことを口に出してく
れて，新しい発見を与えることができた喜びがあっ
た。

　以上のように，児童に接する喜び，直接児童に指導
できた成就感などが読み取れた一方，何をすればいい
のか分からず戸惑った，準備不足で十分指導できな
かったなどの後悔の声もあった。しかし，指導によっ
て児童の様子が次第に好ましい状況に変化するのを感
じ，自覚を促すという所期の効果が認められた学生も
いた。

Ⅵ．まとめ

　アンケートの分析を通して分かったことは，次の５
点にまとめることができる。
⑴��理科教師塾での活動を通して，理科への意欲が高

まる可能性があると思われる。

　質問項目の一部（問７，問11，問15）でもあり，ま
た有意傾向であるため，慎重な解釈が求められる。事
前よりも事後，あるいは約３か月後の得点が高い傾向
を示したことから，理科教師塾での活動を通して，理
科への意欲が高まる可能性があると思われる。
⑵��元々理科への意欲が高い者の方が活動を継続しや

すい。

　継続の主効果が有意であった問１，問５，問11はい
ずれも理科（イベントを含む）への意欲に関する質問
である。事前・事後に関わらず中断者よりも継続者の
得点が高いことから，元々理科への意欲が高い者の方
が活動を継続しやすいとも解釈できる。
　ただし，問６（理科のイベントに参加することで，

自分の能力が分かると思う）のみ事前・事後の主効果
が有意であった。継続の状態に関わらず，活動をする
ことでの気づきが得られたのではないだろうか。
⑶�活動をすることでの気づきが得られた。

　熱心だと評価された者ほど，問１，問５，問11の得
点が高かった。分析２と同様の傾向を示していた。た
だし，事前・事後の主効果については，問13（理科の
イベントの準備は，教材研究だと思う）のみが有意で
あった。分析２とは項目が異なるものの，活動をする
ことでの気づきが得られたと推測できる。
⑷��マイスターカード取得数が少ない学生ほど，「理科

イベントの準備は教材研究だと思う」と考えてい

る。

　マイスターカードと問13との相関から，取得数が少
ない学生ほど，「理科イベントの準備は教材研究だと
思う」と考えていると解釈できる。なお，イベント前
の出席数と有意な相関を示す質問項目はなかった。
　全ての分析に共通することとして，分析結果を一般
化するのには限界があると考える。今後は，回答者を
増やすなどの工夫が必要である。また，今回は探索的
に分析を行っているが，今後は更に焦点化した調査を
実施して研究を深めたい。
⑸��イベント参画による自覚の高まり，成就感などの

効果が認められた。

　自由記述から，イベントへの参画により，自己の力
量の足りなさを自覚した者，児童の変容を見て成就感
を得た者，子供の発見が指導の喜びにつながった者な
ど一定の効果が読み取れ，所期の目的を達成したので
はないかと考える。また，それぞれの学生毎にいろい
ろな成長が期待されることが考えられる。

Ⅶ．おわりに

　理科教師塾を設置して５年を経過し，様々なイベン
トに取り組むとともに活動の充実を図りながら今日を
迎えている。ここで学ぶ学生の資質向上と教職を目指
す意識の高揚を考える毎日である。創設時には３，４
年生が卒業までにマイスターを取得するよう努力して
いたが，現在では１，２年生にも取得者が出るように
なってきており，マイスター取得後の活動と成長が期
待されるようになった。理科が得意な学生として学校
支援ボランティアに出かける学生，年間を通じて理科
インターンシップ事業で活躍する学生が見られるよう
になった。理科教師塾では，１年生から４年生までが
交流しながら活動できるという特徴がある。学生が切
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磋琢磨する場としての在り方も模索しながら理科教師
塾を更に発展させ，学生の教職を目指す意識の高揚を
図りながら活動を継続したいと考えている。
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